
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 郡上市立石徹白小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２日（日） 

実 施 概 要 

 「石徹白ふれあい文化祭」への参加 
 ◇児童による伝統芸能の発表 
  ・民踊 ・わらべうた 
 ◇児童の作品展示への出品と地域の方の展示作品の鑑賞 
 ◇地域の方のステージ発表の観賞及び参加  

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  レ自然   レ歴史   レ文化   レ産業   レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者     １６ 人  
計 １４６  人  

地域関係者     １３０ 人  

実 施 状 況 

○ 午前の部では、地域の方が製作した書画や手芸品や写真等の観賞
を行った。普段よく知っている近所の方の思いもかけない才能を発
揮した作品に出会い、感動するとともに、地域の方の理解をより深
めることができた。 

  また、石徹白の活性化や特産物の開発に取り組んでいる団体の活
動紹介から、石徹白に関わる人たちの願いに触れ、ふるさとへの興
味を高め、郷土を愛する心情を育むことができた。 

○ 午後の部では、ふるさと学習で今まで取り組んできた石徹白民踊
とわらべうたの発表を行った。学習の成果として精一杯の発表がで
きたことで、自分たちの学びの確かさを自覚し、主体的に学習して
きたことへの成就感を得ることができた。 

○ 地域の方のステージ発表の観賞では、熱心に取り組む大人の姿に
触れたり、アイデア豊かな発表を楽しんだりすることで、石徹白の
地域住民の一人であることに喜びを感じることができた。 

○ 終了後は、地域住民の一人として、撤収及び片付けの作業を地域
の方と一緒に行うことができた。 

成果及び課題 

○ 石徹白の伝統文化・伝統芸能について学習してきたことを多くの
地域住民の前で発表し、たくさんの励ましや感動のことばをいただ
いたことで、どの児童も学習してきた内容や自分たちの姿に自信を
抱くことができた。 

○ 児童数が減少する中、昔から教えられ、伝えられてきた民踊やわ
らべうたを今の子どもたちにも引き継がれていることに、大きな喜
びを感じているという声をたくさんいただいた。 

○ 地域の方と一緒に準備をしたり、発表したり、片付けたりするこ
とで、主体的に参加することができた。また、地域の一員としての
自覚を確かにすることができた。 

▲ わらべうたなどは、高齢化に伴い、石徹白地域住民の中でも継承
していただける人が、著しく減少している。学校単独での取組では
なく、他団体との連携の仕方を工夫するなどして、学習活動を一層
充実させていきたい。 

 


